
奥州0金ヶ崎から日本共産党県議を誕生させ
「戦争法案」反対∵PP交渉からの即時撤退

消費税10％中止、原発ゼロの審判を

千
田
み
つ
子
の
約
束

【
福
祉
】
◇
高
す
ぎ
る
国
保
税
を
引
き
下
げ
ま
す
。
必
要
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
し
、
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
を
め

ざ
し
ま
す
。

【
医
療
】
◇
県
立
病
院
の
医
師
確
保
・
診
療
科
の
充
実
を
め

ざ
し
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
農
業
】
◇
安
定
し
た
米
価
を
求
め
、
農
家
経
営
を
支
え
ま

す
。
◇
新
規
就
農
者
支
援
事
業
を
拡
充
し
、
後
継
者
対

策
を
講
じ
ま
す
。

【
教
育
・
子
育
て
】
◇
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
負
担
ゼ
ロ
を

実
現
し
、
対
象
を
中
学
校
卒
業
ま
で
広
げ
ま
す
。
◇
保

育
料
引
き
下
げ
、
待
機
児
童
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
雇
用
】
◇
誘
致
企
業
は
も
と
よ
り
、
労
働
者
の
正
規
雇
用

の
拡
大
を
求
め
ま
す
。
◇
防
災
・
保
育
・
教
育
の
分
野

で
、
安
定
し
た
雇
用
を
増
や
し
ま
す
。

【
復
興
】
◇
被
災
者
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
復
興
を
す

す
め
ま
す
。
◇
医
療
費
・
介
護
保
険
利
用
料
免
除
の
継

続
、
住
宅
再
建
へ
の
支
援
金
増
額
、
地
場
産
業
の
再
生

で
雇
用
を
増
や
し
ま
す
。

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

●
1
9
5
4
年
奥
州
市
水
沢
区

佐
倉
河
生
ま
れ
●
水
沢
高
校

卒
・
宮
城
県
立
農
業
短
大
卒
●

水
沢
市
役
所
勤
務
（
2
0
年
）
●

市
議
6
期
　
（
通
算
）
　
●
水
沢
市

議
会
教
育
福
祉
常
任
委
員
長
、

栃
ノ
木
子
ど
も
会
育
成
会
会

長
、
岩
手
ふ
る
さ
と
農
協
総
代
、

農
協
女
性
部
満
倉
支
部
長
を
歴

任
●
現
在
、
党
県
委
員
、
新
日

本
婦
人
の
会
水
沢
副
支
部
長
、

●
家
族
は
、
夫
・
長
男
夫
婦
・

孫
1
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水

沢
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佐
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私たち党議員団も全力でがんばります

菅原明市議　今野俗文市議　千葉敦市議　及川善男汁議　阿部降∵町議

千掛り子さんに附します

東
日
本
大
震
災
よ
り
早
4
年
、
原
発
問
題
、
特
定
秘
密
保

法
、
集
団
的
自
衛
権
、
T
P
P
な
ど
、
私
た
ち
や
未
来
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
不
安
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い

ま
す
。
地
域
住
民
の
声
を
親
身
に
受
け
止
め
、
私
た
ち
と
共
に

声
を
発
し
て
く
れ
る
千
田
み
つ
子
さ
ん
を
私
は
応
接
し
ま
す
。

菅
原
和
博
（
3
8
歳
・
金
ヶ
崎
町
・
奥
州
脱
原
発
デ
モ
呼
び
か
け
△

み
つ
子
さ
ん
な
ら
、
く
ら
し
も
平
和
も
壊
す
安
倍
政
権
の
暴

走
に
立
ち
向
か
い
、
奥
州
の
願
い
を
県
政
に
届
け
る
役
割
を
し

っ
か
り
果
た
せ
る
と
確
信
し
ま
す
。

及
川
国
司
（
7
8
歳
・
水
琴
千
田
み
つ
子
後
援
会
会
長
）

意
法
改
正
反
対
！
原
発
反
対
！
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
未
来
の
た
め
の
政
治
を
み
つ
子
さ
ん
に
熱
く
期
待

し
ま
す
。
応
援
し
て
い
ま
す
！

原
田
裕
紀
子
（
3
5
歳
・
水
琶
主
蟹

高
橋
　
睦
　
夫
（
水
沢
区
）

元
市
観
光
協
会
専
務

高
橋
厚
　
子
（
水
沢
区
）

元
岩
革
ふ
る
重
苦
貝

佐
　
々
　
木
　
昭
（
水
沢
区
）

前
佐
倉
河
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
長
・
書
道
家

宍
戸
三
保
子
（
水
沢
区
）

新
日
本
婦
人
の
会
水
沢
支
部
長

吉
田
嘉
太
郎
（
水
沢
区
）

元
市
文
化
振
興
財
団
常
務
理
事

佐
　
藤
　
克
　
夫
（
江
刺
区
）

元
奥
州
市
議
会
議
員

菊
　
池
　
利
一
（
江
刺
区
）

り
ん
ご
生
産
農
家

小
　
野
寺
重
（
前
沢
区
）

奥
州
市
議
会
副
議
長

鈴
木
　
秀
悦
（
前
沢
区
）

元
奥
州
市
教
育
委
員
長

今高菅常

内
　
典
　
夫
（
前
沢
区
）

元
岩
手
ふ
る
さ
と
農
協
部
長

原
　
栄
　
美
（
胆
沢
区
）

奥
州
金
ヶ
崎
母
親
大
会

実
行
委
員
長

野
博
美
（
胆
沢
区
）

元
愛
宕
小
学
校
P
T
A
会
長

橋
　
瑞
　
男
（
衣
川
区
）

元
奥
州
市
議
会
議
員

原
　
昭
　
子
（
衣
川
区
）

元
あ
ゆ
み
開
園
艮

盤
知
　
暁
（
衣
川
区
）

貞
宗
大
谷
派
安
禅
寺
住
職

横
　
倉
　
均
（
金
ヶ
崎
町
）

水
沢
高
校
同
級
牛

澤
藤
範
次
郎
へ
金
ヶ
崎
町
）

エ
ッ
セ
イ
ス
ト

高
橋
　
文
　
雄
（
金
ヶ
崎
町
）

金
ヶ
崎
町
議
会
議
員

あ
い
さ
つ

水
沢
市
議
を
含
め
6
期
2
0
年
間

「
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
は
、
み
ん
な
に
や

さ
し
い
社
会
」
…
こ
の
言
葉
を
胸
に

議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
今
ま
で
に
い
た
だ
い
た
ご
協

力
・
お
力
添
え
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
安
倍
暴
走
政
治
の
も
と
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
弱
い
立
場
の
人
た

ち
の
思
い
を
代
弁
し
て
が
ん
ば

ら
な
け
れ
ば
と
、
県
政
の
場

で
働
く
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
と
し
て
培
っ
た

経
験
を
生
か
し
て
、
力
を
尽
く

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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口本共産党と千田みつ7・さんの活動を紹介します。

党
胆
江
地
区
県
政
対
策
重
点
長



ぐちん顔｝す
千
田
み
つ
子
秘
の
あ
ゆ
み

l
●

短
距
離
走
に

熱
中
し
た
青
春

1
9
5
4
年
、
農
家
の
長
女

と
し
て
佐
倉
河
に
生
ま
れ
た

私
は
、
高
校
3
年
の
東
北
大
会

の
2
0
0
㍍
で
2
位
と
な
り
、

県
高
校
新
記
録
を
マ
ー
ク
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
出
場
す
る

な
ど
、
中
学
・
高
校
・
短
大
を

通
じ
て
陸
上
競
技
に
打
ち
込

む
青
春
を
過
ご
し
ま
し
た
。

政
治
の
壁
を
痛
感
し
た

市
役
所
時
代

短
大
卒
業
後
に
就
職
し
た

水
沢
市
役
所
で
最
初
に
配
属

さ
れ
た
の
が
農
林
課
。
減
反

政
策
で
、
作
り
た
く
て
も
コ

メ
が
作
れ
な
い
農
家
の
皆
さ

ん
の
怒
り
の
声
を
、
つ
ら
い

気
持
ち
で
聞
く
毎
日
で
し

た
。
市
役
所
で
は
、
市
民
課

水
沢
病
院
　
・
′
．
．
㌍
・

時

・
農
業
委

員
会
を
経

験
。
市
民

の
切
実
な

願
い
の
前

市役所勤務当

に
立
ち
は
だ
か
る
政
治
の
厚

い
壁
に
ぶ
つ
か
る
た
び
に
、
社

会
の
矛
盾
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
、
労
働
組
合
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

3月議会で一般質問に登壇

原発卒業市民ウオークに参加

亡
父
の
言
葉
を
胸
に

市
議
会
議
員
に

命
が
け
で
反
戦
平
和
を

貫
い
た
共
産
党
へ

こ
う
し
て
社
会
に
目
を
向

け
る
な
か
で
、
日
本
共
産
党
へ

の
入
党
を
す
す
め
ら
れ
ま
し

た
。
戦
前
の
若
い
女
性
党
員

が
、
逮
捕
・
拷
問
に
も
屈
し
な

い
で
戦
争
反
対
を
つ
ら
ぬ
い

た
姿
に
胸
を
打
た
れ
、
2
7
歳
で

日
本
共
産
党
の
一
員
と
な
り

ま
し
た
。

2
1
年
前
、
2

0
年
勤
め
た
市
役

所
を
退
職
し
て
、
日
本
共
産
党
公

認
候
補
と
し
て
水
沢
市
議
会
議

員
選
挙
に
立
候
補
し
ま
し
た
。
保

守
系
の
市
議
会
議
員
と
し
て
4

期
日
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
た

父
は
、
「
共
産
党
の
議
員
は
主
張

す
べ
き
こ
と
は
主
張
し
、
悪
い
こ

と
は
堂
々
と
追
及
す
る
。
本
当
に

ま
じ
め
に
や
っ
て
い
る
し
信
頼

で
き
る
。
共
産
党
と
い
う
の
は
監

査
委
員
長
み
た
い
な
も
の
だ
」
と

応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
4
年
前

に
亡
く
な
っ
た
父
の
こ
と
ば
が
、

2
0
年
間
の
市
議
会
議
員
と
し
て

の
活
動
を
さ
さ
え
て
く
れ
た
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
・
奥
州
市
議
団
長
と
し
て

く
ら
し
・
福
祉
・
教
育
の
向
上
に
心
く
だ
い
て

5
人
の
日
本
共
産
党
奥
州
市
議
団
の
要
と
し
て
、
市
民
の
思
い
や
願
い
に
耳
を
傾
け
、

合
併
市
の
中
で
、
ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
市
民
に
も
等
し
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
き

渡
る
よ
う
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
く
ら
し
・
福
祉
・
教
育
向
上
に
心
を
く

だ
い
て
き
ま
し
た
。

岩
手
県
政
を
前
に
動
か
す
日
本
共
産
党
県
議
団

○
被
災
し
た
県
立
病
院
の
再
建
計
画
の
策
定
、
住
宅
再
建
へ
の
県
独
自
の
支
援
金
、

被
災
者
の
医
療
費
・
介
護
保
険
利
用
料
免
除
の
継
続
な
ど
、
復
興
を
県
政
の
中

心
課
題
に
。

○
子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
負
担
ゼ
ロ
の
実
現
な
ど
、
県
民
運
動
と
し
っ
か
り
連
携
。

O
D
I
O
ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
問
題
な
ど
、
県
民
の
立
場
で
徹
底
追
及
す

る
チ
ェ
ッ
ク
役
。

○
消
費
税
川
％
反
対
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
反
対
、
農
協
解
体
反
対
の
意
見

書
採
択
の
先
頭
に
立
ち
、
安
倍
暴
走
政
治
ノ
ー
の
声
を
。

日本共産党県鶉を実現し，カを合わせ，くらしを守り，地域卑生を


